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反射望遠鏡の來歴に）
?
村 要
　鍍銀鏡の出現運新試験濫
　猫のLeibegか1830年頃鵬子面に鍍銀する事を獲見し1856年の始めには掲の
スタaンノ・イルSeintheil（1801－1870）は4吋のものを作り百倍で極めて良い
像が曝られたε報ぜられた。此の事はAllgemeine　Zeitungに現れナこが含意され
すにあっナこ。翌1857年佛の物埋學者フーコーは全然掲立に鍍録鏡に着目2月16
日佛科學院に報告され試験法ε共に1859年パリ天文台年報第五巻に嚢表した。
最初の論文ミしては極めて書Sのったもので職業家でなかった爲に製作法、試
験法及び鍍銀法も嚢表しte。此の試験法はフt一コー一試験ミして製作に非常なる
光明を與えkも0）である。此れまでは書間作業を行ひ夜間星によって試罪し作
業を引けナこもので非常の長時間を要し其の結果は甚だ明瞭ならす悪く言へば聖
像を求めるよりも牧差の最小牧野像を求めkものである。しかるにフーコー試
験に於ては野間暗室内で直ちに其の結果を見出し奮法の四倍の正確さで鋏鮎を
検出し從って訣馳を修正する方法も新しく現れた。我々がフーコーに員ふ所は
多：大である。フーコーの鏡は鯨り多くないが1868年マルセイユ天文台の31．5吋
を作って居り現在ジユヴイシー天文台に六日牛がある。
　ヘンリー一一■ドレーパーHenry：Draper（米）
　ドレーバ・一は1856年英國に於てロツX卿を訪問し研究を始め1859年金属鏡を
作り1860年よりフーコーの論文により鍍銀鏡の研究を始め1864年貴重な論文を
獲表した。
　On　the　constructlon　Of　a　silvered　glass　teleseope　エ5V2　inches　in　aperture，
　・and　its　use　in　Celestial　photography．　（The　Smithonian　Contribution　to
　I〈nowledge　Vol．　34・
　現在の素干の製作法は此の著書に負ふ所が多い。ドレーバーのは甚だ薄い硝
子材であったが28吋のものを作り1889年・・一ヴアード天文台に据付けられf。
現在使用されてない。
　　　　　　　　　　　英國に於ける登達
　キーH、e。鼠ey．（Rev．）（1819一一1879）
　素入のキーは1859年より研究に着手しラッセル型の器械により苦心の末1862
年12吋を完成し1863年目．N．誌に現在でも活用されて居る良好な整形法を登表
しナこ。
　On　a　mode　of　figuring　glass　specula　for　Newtonian　telescope
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　此の頁に友人ウイスの事を紹介して居る、キーは数箇の鏡を作っナこ後1867年
頃18吋の製作に成功し製作を止めナこ。
　ウイスα・With　of　Hereford（鏡レけ⇔はWithus　H：ereforden）
　ウィスはキー師の友人でありキーの教えを受け1863年より製作を始め1864年
名高い素下天文學者のWebbウエブはすでにウイス八吋鏡を使用して居る。
ウ！スは自らは鏡のみを作りマウンチングはプラウ＝ングが作りWith－BrOw一』
1／ingの望遠鏡εして責出された。其の廉贋及敷力は幾何程もせすして反射望遠
鏡を素人の器械εして活用せしむるに二つナこ。1866年ブラウニングは反射鏡の
器械部に新しき改良を與えた。
　On　a　new・method　of　mountin6cr　siivered　glass　specula　and　dia．cronal　mirrors
in　reflecting　telescope
　第一行にフーコe一の鍍銀鏡により作られた望遠鏡は廉償ε輕便により急速に
注意を受けて居るミ言って居る。ブラウニングσ）改良はセルの購造こ特にダイ
アゴナルのサツポートを三本に改良しk事である。ウ■1スは不幸フーコー試験
を知らなかった。此の爲に非凡なる技術により眼覗試験の極度まで到達して居
る。フーコー試験を知らなかった爲に今一歩充分でない。ウイスの鏡が牛世紀
以上’・t1た今日未だ第二流の鏡よりも賞用され盛んに使用されて居る事ば其の質
を語る。ウイスの晩年は明らかにする事は出來ないが製作を綾け九のはほ“18
75年頃までの事らしい。デンニングによるε其の晩年製作を止めストックの総
てを費彿ひ新しい仕事に入ったεの事である。1877年スキアパレリは火星の蓮
河を卑見したが其の反封書のグリーンGreenはウ6ス18吋を使用した。此の
18吋はウイス最大のものであり数年前より英のフィリップス氏の天芝に据付け
られて居る。
　金薦鏡の終末
　鍍銀鏡はかく出現しkが金四鏡は決して直ちに・しめられたも0）でない。此時
代の大なる誤解εしてカセグレdン構造の金属鏡が將來の大反射鏡であるε考
へられ此の誤解の爲め金円鏡が選ばれ1865年英のグラブがメルボルン天：文豪の
有名な四沢鏡を引受け1868年に完成され1870年メルボルンに設置されf。増増
に於ける試瞼では可なり良好な結果でありこ二個の四丁鏡は表面保護の凹めニス
を塗られて迭られtc。しかし此れを到着後除くに失敗して表面を多少傷めナこつ
此の望遠鏡は赤道儀εしての構造に興味がある。1890年まで圭Σして星雲の眼
覗翻測に使用された。以後未だ同断に遺物こして据付けられてある。此の反射
鏡の剛力は可なり劣ったもので火星の描叢の如き屈折三吋に優って居ない。此
の鏡面の磨き直しはしばしば計叢されたが回れもがよく手出しをしなかつナこ。
1890年此の事が行はれずこが全く鏡面を長してしまった。此れが大金属鏡の最後
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であった。
　　　　　　　　　　　佛に於ける大切樫鏡
　フランスに於てはフーコの影響で大口径は可なり作られた。
　1875年Martinによってパリ天文毫に48吋が備付けられナこ。此れは未だ使用
されて居る。其の他
ムー・一．　“一ン天文皇39吋下3
ツーv一ズ天文毫32．5吋
ラプラタ天文皇31．5吋
　エデンバラ天文肇24吋
　用されなかつナニが1918年頃カルゾーの手により磨き直された。
　カルヴーG・Cal▽er（生存）
　カルゾーの製作を始めたのは明白でないが1874年すでに使用されて居る鮎か
ら1870年頃ε思はれる。カルゾーの最初の大鏡は1876年に柞られたコンモンの
18吋であり1879年には引績き36吋を作つナこ。四鏡ε同大のものが藪年後に作製
された。此の36吋はコンモンがマウンチングに新しい工夫をしたもので現在の
製作年不明　ヘンリー兄弟
同上　　　　ヘンリー兄弟
同上　　　　ヘンリー兄弟
英図に於ける進歩
T．グラブ。此の鏡は最初より失敗であって満足に使
カルゾー製最新小口径赤道儀
　　　　め／
　　　　憲蝋忌
　　@きタ＿＼・
　　　磯レn・臨．，、・蟷ノ
大口径は此の型を多く探幽して
居る。此の36吋はクロスレー
Crossley氏に費られ後鏡形に不
充分な鮎があって最初の鏡はH
グラブ氏により修正された。此
の大鏡はリック天文皇に寄贈さ
れCrossly　reflectorミしてキー
ラー．カーチス氏等により天艦
二二方面に大なる貢献をなし新
しきマウンチングによりまだ大
活動を績けて居る。カルグーは
18吋馬下英國に於ける大多歎の
眼視鏡を作って居る。ウイスに
より完成に近づいた拠物線鏡は
カルゾーにより大成されカルブーは93才の今日筒ほ六十年の経験を持ち製作を
績けて居る。カルグーの大眼間鏡は最も良好なもので一言も不完全であるミ記
せられナニのを見た事はない。カルブーは1900以後可なり大口径のものを試みて
居る。
　ベツセマ・・一十50吋。此れは費用の無い爲に据付けられてない。
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　ド土ストル氏30吋。19工6年頃
ウオシン5ン氏天文壼20吋
エリス氏天文毫　20吋　1914年
エスピン波川交皇　24吋　1914年二重星畿見及び測定に專用され死後オックス
フォード天文墓に噌られる事になって居る。
ムードン天文皇24吋且920．エデンバラ24吋の新鏡ミして作られたものであるが
僅かに黒黒距離が短かかった爲に他に使用される事になつナこ。
老年に及んで箇入作業で此れ等の大事業は驚かされる。
　移ツセ：ル麗：．胤ド響舗se1（　不明　一1918）
　我々の反射鏡製作の知識、試験法の野上はワツセルに員ふ所が甚だ多い。ワ
ツセルは工業家であり種々の濁創的の研究を試みナこ⊃ワツセルの此の方面に努
力したのはほ“188G年で1882乃至1886年1こ獲表しプこ試験法の頁の如き最良のも
のこ言はれる、研磨器の研究でも知られて居る。
　ウィルソン驚24吋　’騨．E．　Wilson
　1881年Hグラブによって作られ天艦爲眞に使用されナこ。死後多年使用されな
かったが漸く最近にロンドン附近の公衆天文皇に据付られるミの報告を見ナこ。
　ロバーツ氏20吋Q1885年Hグラツブの製作で天醗爲眞の苛め、腫膿置に特に
注意が擁はれ星雲及星團の美事なる爲眞に使用されナこ。現在はある好事家の手
に回して全く使用されてない。
　：コンモンA．。A、　Common（1842一一1904）
　現在の大口樫製作及び据付の方法はコンモンの功勢である。コンモンは器械
家であり門島ットエー會就の關係者εして海軍の照準望遠鏡の登明家である。
クロスレー36吋より更に進んで大口径の製作を思ひ立ち1880年60吋の母子材を
注文し1886年より何等の纏験なくして最初より60吋の研磨に取りかNつプこ。コ
ンモンは三年間此の大事業に全力を集中した。しかし硝子材の欲黒占の爲め三年
間の心配ε苦心の末燧に役に立たなかった。1891年再び新しき硝子材を用ひ前
回の失敗の経験より僅か三箇月の日子でコンコンが満足するものを完成しナこ。
此れは晩年に費物ミなり燧に1904年米凹田ヴアード天文壼に寄贈同襟の償格で
費られfこ。ハーヴアード天文皇に猛ては約15年倉庫にしまはれてあったが1925
年頃より漸く特殊槻測に使はれて居る。此れは鏡形が不充毎で普通齪測に使用
する事が不可能である爲ε言はれて居る。此の大事業を完成し得ナこコンモンの
技術は更に進んで大口径のものを希望に鷹じ完成しナこ。
　据付けられた年は彰々であるが
　ケンブリッヂ太陽研究所36吋　1913年据付け
　グリニツチ30吋　1897年
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　レイノルド氏30吋　1905年エヂプトヘルクン天文皇に寄贈されたが1918年リ
ツチーにより新鏡が作られレイノルド氏に返された。
ヒル天文嘉30吋　1913年
　　　コンモン設計の36吋赤道儀
　鯨．
jN，’
灘、蓑、
?ノ、一ヴアード天文皇20吋F2．5の
短調鮎のもので1890年南天の星雲
爲眞に使用する豫定であった。全
く使用されてない。
　プーナ20吋。
　コンモンはリツチーの多反射の
試験法を知らなかった爲に鏡形は
幾分不充分であるがコンモンの死
後20年天文學界の進歩にかNわら
す英國に於てコンモン以上の大反
射鏡を作り得ないのを見てもコン
モンの偉大さが分る。
　八尋の素人の反射望遠鏡。
　1891年忌英國天文協會の観測部
員の望遠鏡を調べるε屈折54箇に
謝し反射43箇あり殊に大なる器械
は総て反射である。反射鏡普及の
程度はよく知り得る。
　　　　　　　　　　　米國に於ける反射鏡
　ドレーバーの論文の如き参考書があったにかNわらす米國に猛ては文明の程
度或は素人の少なかつナこ關係か殆ん書反射鏡は使はれなかった。製作者ミして
盛大なる會杜を懸けて居るブラシアーが最も有名で素人ではEdgecomb及び
リヅク天文憂のショヴアーL・教授の如きは知名である。1900年までには20吋の
ものは無く反射鏡による観測は殆ん＄見受けない。然し1900年以後急速に増加
した。
　リッチーG．W．　Ritchey（生存）
　リツチーは個人εして多年反射鏡製作に苦心して居たが1896年置ーキス天文
皇長へ一ル氏に見出され專罵の製作者εな．り此の二等に24吋を完成して居k。
24吋は1901年ヤーキス天文毫1こ於てマウンチングを終り以來反射鏡εして最も
活動して居る。リッチーは明らかにドレーパに從って居る。リツチーは1909年
ウィルソン山の60吋を完成引績き非常なる苦心を経て1918年には100・P寸鏡を完
成した。リツチーはスノー望遠鏡の二十四泣面二個．三十吋級の大卒面を敷箇
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作って居る。1920年にはエヂプトのヘルソン天文豪の30吋新鏡を完成した。リ
ツチーの成功は大野面鏡の使用による多反射の試験法による所が多くリツチー
により試験法先門衛の馳もほ・“完成に近づいナこ。しかし100吋鏡の硝子は辛じ
て得られたもので現在の硝子工業に於ては以上の大硝子材は作り得ないε言っ
てよからう。リッチ万一は現在パリ天文毫に於て250吋製作の準備の爲め主εし
て硝子材接合の舐究を行って居る。
　ブラシアー曾融♂．A．　Brashear　eo．
　ブラシアー高論の望遠鏡、分光器等天文用器械製作者xSしての名聲は繰返す
必要もなからう。ブラツアー謡初でブラシアー自身の製作したものは少くマク
ドエル氏の製作にかxるものが多いQ
智利ミルス天丈皇36吋
　　アレガニー一天文i毫　30吋
　　iシガン　天文毫　37μ寸
英ヴnクトリア天文皇72μ寸
　　タクソン　天文壼　37吋
カセグレイン
　　同
　　同
カセグレイン
素　人　界
1902年
1905年
1907年
1918年
エ924年
　米國の素人製作者は1900年以後1905年頃よりメリツシユ氏を見出す。メリツ
シユは可なり多くの彗星を婁平して居る素人であるσメリツシュは近年再説級
の劉物レンズの製作に成功し今年にはイリイス30吋の反射鏡に成功して居る。
1920年頃よりポーター（Porter）等の首唱により漸く素入間に廣がりかけて居る。
側面から観察すれば大きな嚢蓬には相聞ないが英國の如き歴史が無い爲か堅實
さが無い。
　近年に於け墨英國反射鏡
　英國に於て反射望遠鏡は最もよく普及し素人の器械ミして最も活用されて居
　るがカルブー一の優秀なる技術の爲めカルブー猫占の様な感があり製作者の名
は現れて居ない。1goo年以前に於てはJOnes或はLinscott等力霊知られ殊にリ
ンスコットの鏡は1910年頃まであり19吋まで現在でも可なり古物がある。此
の頃の望遽鏡台就Wood，　Home　and　Thornwaite等からも廣告されたが現在
全く姿が無い。由來鏡を作る事を二二電する人は少なくない。此の中で指導者
の地位にあっfe人ミしてはうルター師Rev．　Water（1908年頃死）ブラックロッ
クWooseley　Blacklock等が知られラルターはドラルーの指導を受けブラック
ロック氏は反射鏡のオs一・・pリリチーεして知られて居る。
　エリソン「騨】ua．鼠A∴剛1iso聡
　現在は英アdルランドArmagh天文今町の重職にあり現在一流の門衛者で
ある。製作を始めたのは可なり早く1900年以前の事である。テルターの指導を
受け1306年第三鏡の改作に際し最も進歩せるコ／ギユアーリングの方法なるオ
ーバハング法を獲見昨年までに新藷のみで130個も作って居る。エリソンの鏡
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は最も良好なものミして知られて居る。
　lg18年頃まではDavid　Booth，現在はエリソンの弟子であるSladeや個人の
アーヴ’iング等が知られて居る。個入εしてはマンチェスターσ）工業家ヒンド
ルHindleは鏡の研究家で自作26吋を持って居る。大口径の專：問家用のものは
コンモン以來作られないが氣候の馳もあり費用の鮎もあり行詰つた感がある。
一面技術者の無い爲．もある。しかし素創面に於てすでに充分嚢醜して1900年以
後の二十吋以上が簸て素入のもので十二吋の所有者は珍らしくない位に叢達し
て居ろ。
　濁逸に於ける反射鏡
　凋逸に於て鍍銀鏡が護見されたにio・　Nわらす多年何等著しい計書も無く素入
間に使用されるに至って居らない。ツァイスで次の三大鏡が作られた。
　　　ノ・／デルベルグ　28吋　　　1904
　　　ノ、ンブルグ　　　39　　　1911
　　　バ〈「ルスベ：ルグ　48　　　　1915
　佛蘭に於け播反射鏡
　鍍銀鏡の初期に重ては可なりな嚢蓬があったが近年全く製作されない○素人
間に於ても長く少撒しか使用されない。やはり狸逸ε同じく屈折の世界である。
　Ty　エ　一　］レ　　Shaer
　スイス，ぜネヴアの製作者で現在はゼネヴア天文豪の一観晒者である。現在
同ii褻にはF3の39吋鏡がある。
　此の外に1924年ユングフラウで火星観測に使用しナこ24吋及びバク天文毫の20
吋等がある。
　反射銑の誤達の大勢を見るε英國に於て嚢明され英國に於て登達され英及び
米に於て完成されたε言ひナこい。叉製作者から見ればハーシェル、ロッス．ラ
ッセル、ドレーパー、ウイス．カルヅー．クツセル．リツチーを経て今日に至
っナこ。歴史的に屈折こコン1・ラストを感じる鮎は総てが素話の手によって謹賀
され使用されナこ事である。
　前世紀に於て屈折が位置天文學に於て最：も有敷に使用された爲に此の方面に
敷力の少い反射望遽鏡は專門家の手を離れ未だに專問家に屈折が最良のものミ
考えられて居るQしかし1900年以後天罷物理の獲達に発って反射鏡の主知は全
く目篭しきものである。眼遵用小反射望遽鏡は廉贋であるε言ふ黒髪で素人にの
み多年使用され來って其の實力は充分に認められて居る。專門家に於て反射鏡
を知らざる爲に反射鏡が第二流の劣れるものであるi考えて居る人が少なくな
い。現在英國に於けるが如く反射鏡が輩出の器械εして屈折に優れて居る如く
反射望遠鏡が將來の望遽鏡ミして屈折に優るべき時期の來るのを豫期するので
ある。
